渥美窯の展開 by 安井　俊則
1　おはようございます。ただいまご紹介いただき
ました、安井俊則です。よろしくお願いいたしま
す。本日は、『愛知県史 別編 窯業３ 中世・近世 
常滑系』に関連して、「渥美窯」についての話を
いたします。


















































































































































































































































2 ｂ期でもやや新しい時期に属する坪沢第 1 号窯
では、製品固定ピットが約 80 か所検出されてお









































































































































































































































境が明瞭でなくなる 50 や 51 などの小型壺は、器
壁も厚く、体部には粗雑な縦方向ヘラ削りを多用
するなど、退化傾向を示す一群です。これらの小
型壺や瓶子などは、窯跡からの発見例がなく、時
期をどこまで下げてよいのか、今のところわかっ
ていません。このように、小型壺についての編年
はあやしい部分をたくさん残しています。
　以上、『愛知県史』に載せた編年表を少し手直し
して提示しましたが、まだまだ考え直すことはた
くさんあると思います。本日のシンポジウムでも、
是非この２ｂ期理論を掘り下げていただいて、少
しでも実りのある編年表にしたいと思っています。
　その他の器種の編年については、『愛知県史』
の編年表をご覧ください。
　
７．渥美窯の生産形態と渥美窯製品の流通
　渥美窯では、A：柳生川地区が橋良御厨、B：
梅田川西地区の西ノ川支群が野依御厨、老津支群
が大津神戸、杉山支群が杉山御薗、C：汐川南地
区の蜆川支群が上ヶ谷御厨と院内御薗、南神戸支
群が浜田御薗、大草支群が大草御薗、D：汐川北
地区の浦支群が吉胡御厨、清谷川北支群が田原御
厨、清谷川南支群が勢谷御薗、加治支群が加治御
薗（鍛治御薗）、黒川支群が新家御厨、E：芦ケ
池南地区が国衙領、F：伊良湖地区が伊良湖御厨
との関連が指摘され、それぞれの生産形態で操業
していたと思われます。しかし、山茶碗類を主と
して生産する工人集団と壺・甕類を主体に生産す
る工人集団が別々に存在して共同で作業をしてい
たのか、それとも山茶碗類と壺・甕類を同じ工人
集団が製作していたのかという基本的な問題を含
め、生産形態については、ほとんどわかっておら
ず、これから解明していかなければならない課題
が山積しています。
　渥美窯製品の流通に関しては、渥美窯製品と中
世湖西窯製品は、同じ天伯原台地の粘土を利用し
ているため、製品としてはほとんど区別すること
ができず、消費地遺跡では、両者が渥美・湖西窯
製品、もしくは、ひっくるめて渥美窯製品として
扱われているのが現状です。これら両者の製品の
うち、大型の壺・甕類が北は東北地方から南は九
州地方に至る広域流通品であるのに対して、山茶
碗類は東海地方を中心とする狭域流通品となって
います。広域流通品である壺・甕類では、１ａ期
から２ａ期にかけてのものが平泉遺跡群を中心と
する東北地方や三重県・和歌山県・大阪府などの
近畿地方を主な分布域にしているのに対して、２
ｂ期のものは鎌倉遺跡群を中心とする関東地方や
東海地方を主な分布域にしています。また、全面
灰釉小型壺や灰釉刻画文壺類などの優品は、平泉
遺跡群を中心とした東北地方に多量にもたらさ
れ、初期の渥美窯製品については平泉遺跡群を抜
きに語れないという状況を示しています。しかし、
流通に関しても、積出港や流通経路の問題など解
明しなくてはならない課題が山積しています。
　以上、渥美窯の概要について述べてまいりまし
たが、まだ、総合的な研究は緒に就いたばかりで、
「渥美窯が、いつ始まりいつ終わるのか」という
根本的な問題も含めて、これから解明していかな
ければならないことばかりです。本日のシンポジ
ウムで問題点をどんどん指摘していただいて、少
しでも、渥美窯の研究を前進していけたらと考え
ています。
　つたない発表でしたが、ご清聴ありがとうござ
いました。
